
各構成組織や団体から１３０人が参加
各構成組織や団体から95人が
参加、熱心に勉強・質疑

連合白書を解説する
須田総合労働局長

中小・地場労働者の処遇改善に決意、
各構成組織から53人が参加

新役員体制スタート 　森本共闘会議議長の団結ガンバロウ

賃
上
げ
で
経
済
の
好
循
環
実
現
を

２
０
１
６
連
合
白
書
学
習
会

中小共闘方針を共有化中小共闘方針を共有化
「大手追従・大手準拠」の春闘構造の変革を 「

底
上
げ
・
底
支
え
」「
格
差
是
正
」で
経
済
の
好
循
環
へ

徳島徳島

高知高知

ソ
コ
ア
ゲ
に
全
力
！
　
　
　

２
０
１
６
春
闘
が
本
格
ス
タ
ー
ト
！

ソ
コ
ア
ゲ
に
全
力
！
　
　
　

２
０
１
６
春
闘
が
本
格
ス
タ
ー
ト
！

3月11日（金）　
2016春闘勝利徳島県公務公共サービス労働者総決起集会
　　　　　　　　　　　　　　（あわぎんホール）
3月13日（日）　2016syuntoふれあいファミリーデー
　　　　　　　　　　　　　　（あすたむランド）
4月  8日（金）　
2016中小春闘勝利　未解決組合支援促進徳島総決起集会
　　　　　　　　　　　　　　（ふれあい健康館）

◎

◎

◎

　

徳
島
県
春
闘
共
闘
会
議
お
よ

び
連
合
徳
島
は
２
０
１
６
年
２

月
５
日
労
働
福
祉
会
館
別
館
５

階
ホ
ー
ル
で
２
０
１
６
春
季
生

活
闘
争
開
始
宣
言
集
会
を
開
き
、

各
構
成
組
織
や
団
体
か
ら
１
３

０
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、主
催
者
を
代
表
し
森
本

共
闘
会
議
議
長
は「
連
合
は
今
年

の
春
季
生
活
闘
争
を
各
地
で
統

一
的
に
闘
う
た
め
に『
ク
ラ
シ
ノ

ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団　

２
０
１
６

Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』に

取
り
組
ん
で
い
る
。こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
基
本
的
な
考
え
方
は

①『
底
上
げ
・
底
支
え
』『
格
差
是

　

連
合
徳
島
は
、
２
月
16
日
労

働
福
祉
会
館
別
館
５
階
ホ
ー
ル

で
「
連
合
白
書
学
習
会
」
を
開

い
た
。
各
構
成
組
織
や
団
体
か

ら
95
人
が
集
ま
り
、
２
０
１
６

春
季
生
活
闘
争
方
針
を
中
心
に

学
ん
だ
。

　

講
師
の
須
田
連
合
総
合
労
働

局
長
は
、
賃
上
げ
に
つ
い
て
は

「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
実
現
の
た

め
に
は
３
％
台
の
賃
上
げ
が
必

要
と
す
る
政
府
と
、
労
使
が
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
で
生
み
出
し
た
成

果
の
配
分
に
よ
る
賃
上
げ
と
は

視
点
の
相
違
が
あ
る
。
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
生
み
出
し

た
付
加
価
値
の
適
正
な
分
配
に

資
す
る
公
正
な
取
引
の
実
現
は

産
業
政
策
の
観
点
か
ら
労
使
共

通
の
課
題
で
あ
り
、
春
季
生
活

闘
争
を
機
に
、
通
年
的
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。」
と

訴
え
た
。
ま
た
、
年
齢
上
昇
で

広
が
る
規
模
間
賃
金
格
差
や
人

材
不
足
は
わ
が
国
の
経
済
の
健

全
な
発
展
を
阻
害
す
る
要
因
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
、
解
消
す

る
に
は
、
賃
金
を
は
じ
め
と
し

た
労
働
条
件
向
上
へ
の
取
り
組

み
が
急
務
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、

多
く
の
課
題
に
つ
い
て
連
合
白

書
の
デ
ー
タ
を
基
に
解
説
し
た
。

　

２
月
20
日
〜
21
日
の
２
日
間
、

阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
徳
島
県
中

小
労
働
対
策
本
部
第
25
回
定
期

総
会
・
一
泊
研
修
会
を
開
催
し
、

県
内
の
中
小
地
場
組
合
か
ら
53

人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
宮
本
議
長
か
ら
「
労

働
組
合
最
大
の
存
在
を
示
す
春

闘
時
期
に
定
期
総
会
を
開
催
し
、

連
合
の
方
針
に
則
り
、
持
続
性

と
底
上
げ
を
め
ざ
し
、
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
中
小
・
地
場
労
働
組

合
に
お
い
て
は
、
大
手
追
従
・

大
手
準
拠
の
春
闘
構
造
を
変
革

し
て
い
く
発
想
転
換
が
必
要
で

あ
る
。
労
働
組
合
は
組
合
員
の

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
は
も

と
よ
り
、
社
会
全
体
の
課
題
解

決
に
向
け
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の

役
割
を
認
識
・
共
有
し
な
が
ら
、

今
春
闘
に
臨
む
必
要
が
あ
る
。」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
原
徳

島
市
長
、
大
西
聡
第
24
回
参
議

院
議
員
選
挙
立
候
補
予
定
者
、

連
合
徳
島
森
本
会
長
、
連
合
本

部
須
田
総
合
労
働
局
長
、
徳
島

労
働
局
労
働
基
準
部
松
田
部
長
、

徳
島
県
商
工
労
働
観
光
部
労
働

正
』
で
経
済
の
好
循
環
。従
来
の

『
大
手
追
従
・
大
手
準
拠
』
な
ど

の
構
造
を
乗
り
越
え
る
取
り
組

み
を
行
い
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
生
み
出
し
た
付
加
価
値

を
適
正
に
分
配
す
る
公
正
取
引

の
実
現
に
労
使
で
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。②

『
安
全
・
安
心
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
構
築
』。す
べ
て
の
国

民
が
希
望
を
持
っ
て
働
き
、安
心

し
て
生
活
し
て
い
く
に
は
、社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
の
実
現
、

育
児
・
介
護
休
業
制
度
の
改
善
、

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
の
拡

充
、年
金
積
立
金
の
健
全
な
運
用

な
ど
を
通
じ
て
、安
心
・
安
全
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
、

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。③

『
す
べ
て
の
人
に
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
、す
な
わ
ち
働
き
が

い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
を

実
現
』。働
く
者
を
犠
牲
に
し
た

成
長
戦
略
を
描
き
、労
働
者
派
遣

法
改
悪
を
は
じ
め
労
働
者
保
護

ル
ー
ル
を
改
悪
し
て
き
た
こ
と

は
問
題
で
あ
る
。④『
健
全
な
民

主
主
義
を
取
り
戻
そ
う
』。第
１

８
９
回
通
常
国
会
に
お
け
る
労

働
者
派
遣
法
の
改
正
、安
全
保
障

法
制
の
国
会
審
議
は
国
民
の
大

半
が
審
議
の
継
続
を
望
ん
で
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、途
中
で
打

ち
切
っ
て
法
案
を
強
引
に
採
決

し
た
。こ
う
し
た
与
党
の
独
り
善

が
り
な
国
会
運
営
の
継
続
を
許

し
て
は
な
ら
な
い
。連
合
徳
島
が

推
薦
決
定
し
た
弁
護
士
『
大
西

聡
』さ
ん
は
次
期
参
議
院
選
挙
徳

島
・
高
知
の
合
区
で
立
候
補
を

決
意
さ
れ
、安
倍
政
権
の
暴
走
を

止
め
る
べ
く
頑
張
り
ぬ
く
所
存

第24回参議院議員選挙 徳島・高知選挙区
弁護士

大西 聡
お お   に し そ う

２０１６春季生活闘争
開始宣言徳島集会

雇
用
課
谷
口
課
長
か
ら
来
賓
あ

い
さ
つ
。

　

議
事
で
は
、
田
北
事
務
局
長

が
２
０
１
５
年
活
動
経
過
報
告
、

２
０
１
６
年
度
活
動
方
針
、
会

計
予
算
を
一
括
提
案
し
、
全
体

の
拍
手
で
承
認
の
後
、
宮
本
議

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
ー
で
定

期
総
会
を
終
了
し
た
。

　

定
期
総
会
終
了
後
、
一
泊
研

修
会
が
開
か
れ
、「
２
０
１
６
春

季
生
活
闘
争
中
小
の
取
り
組
み
」

「
地
域
ミ
ニ
マ
ム
運
動
賃
金
実
態

調
査
活
用
方
法
に
つ
い
て
」「
労

働
安
全
衛
生
の
動
向
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
が
行
わ

れ
た
。

で
あ
る
。」と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、島
共
闘
会
議
事
務
局

長
が
２
０
１
６
春
闘
の
方
針
と

課
題
、要
求
内
容
等
を
提
起
し
た

後
、
民
間
大
手
部
会
、
民
間
中
小

部
会
、
官
公
労
、
地
域
部
会
か
ら

た
た
か
う
決
意
が
表
明
さ
れ
た
。

　

最
後
に
闘
争
開
始
宣
言
が
提

案
さ
れ
、森
本
議
長
の
団
結
が
ん

ば
ろ
う
で
意
思
統
一
を
図
っ
た
。
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連合公式Facebook
単組・支部へ

周知・拡散のお願い

連合メールマガジン
登録のお願い

全
員
の
勝
利
を
！

全
員
の
勝
利
を
！

全
員
の
勝
利
を
！

２
・
11「
日
の
丸
・
君
が
代
・
天
皇
制
」を

考
え
る
徳
島
集
会

２
・
11「
日
の
丸
・
君
が
代
・
天
皇
制
」を

考
え
る
徳
島
集
会

２
・
11「
日
の
丸
・
君
が
代
・
天
皇
制
」を

考
え
る
徳
島
集
会

フリージャーナリスト中村一成さんが講演 意見交換が行われたパネルディスカッション

※連合徳島も「Facebook」作ったけん、みなみてよ！！ できるだけ更新するけんな～。（Ｓ）

連合徳島各構成組織や経営者団体、
行政関係者など1915人が参加

「
人
権
侵
害
救
済
法
」の
制
定
と
救
済
機
関
の
設
置
を
早
急
に
！

スローガン

「すべての力を集めて『部落解放・人権政策』を
 確立しよう。反差別・人権確立・福祉の向上を
 めざした県民運動を展開しよう」

─第36回部落解放・人権徳島地方研究集会─

会長のテレビ出演等の通知や各種
集会・行動等の告知を行います。
インターネット選挙運動の解禁に
より、参議院の本番期間における
選挙活動においても情報発信が可
能となります。

「連合メールマガジン（通称：ユ
ニマガ）」は、単組・支部や職場
など組織の隅々まで連合運動を伝
え、つなげていくため、連合から
の情報を直接手元に届けることを
目的に行っています。

かわい たかのり
【ＵＡゼンセン】

えさき たかし
【自 治 労】

はまぐち 誠
【自動車総連】

矢田 わか子
【電機連合】

藤川 しんいち
【ＪＡＭ】

とどろき 利治
【基幹労連】

なたにや 正義
【日 教 組】

なんば 奨二
【ＪＰ労組】

石橋 みちひろ
【情報労連】

小林 正夫
【電力総連】

もりや たかし
【私鉄総連】

たしろ かおる
【ＪＲ総連】

第
24
回
参
議
院
比
例
代
表
選
挙 

連
合
組
織
内
立
候
補
予
定
者

　
「
日
の
丸
・
君
が
代
・
天
皇
制
」

　

を
考
え
る
徳
島
集
会
は
、２
月

11
日
に
労
働
福
祉
会
館
別
館
５

Ｆ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、連
合
徳

島
構
成
組
織
や
各
団
体
か
ら
、１

１
０
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、徳
島
人
権
・
平
和
運
動

セ
ン
タ
ー
富
永
議
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
中
村
一
成
さ
ん
は「
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
・
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム

の
背
景
と
問
題
点
」
と
題
し
「
ナ

チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
が

あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
歴
史

に
学
び
差
別
に
対
す
る
法
規
制

を
強
化
し
て
い
る
。日
本
で
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の
対
処
に
関
す

る
条
例
が
大
阪
市
し
か
制
定
さ

れ
て
い
な
い
。ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

に
は
即
時
的
暴
力
・
社
会
的
不

平
等
を
固
定
化
し
拡
大
さ
せ
る
・

よ
り
過
激
な
暴
力
に
な
る
、と
さ

れ
、早
急
に
法
整
備
を
し
な
く
て

は
い
け
な
い
。」と
講
演
。

　

第
36
回
部
落
解
放
・
人
権
徳

島
地
方
研
究
集
会
が
２
月
４
・

５
日
の
２
日
間
、徳
島
市
内
で
開

催
さ
れ
、労
働
組
合
や
経
営
者
団

体
、行
政
関
係
者
な
ど
延
べ
１
９

１
５
人
が
参
加
し
た
。

　

一
日
目
の
全
体
集
会
は
あ
わ

ぎ
ん
ホ
ー
ル
の
１
Ｆ
大
ホ
ー
ル
・

５
Ｆ
小
ホ
ー
ル
を
映
像
連
携
し

行
わ
れ
た
。は
じ
め
に
、
森
本
実

行
委
員
長（
地
方
共
闘
議
長
）は
、

「
昨
年
は
戦
後
70
年
の
節
目
の
年

で
あ
り
、政
府
が
強
引
に
安
全
保

障
関
連
法
を
成
立
さ
せ『
平
和
と

戦
争
』に
つ
い
て
考
え
た
年
で
あ

っ
た
。戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害

で
あ
り
、今
こ
そ
世
界
の
平
和
と

安
全
の
た
め
に
貧
困
と
差
別
の

解
消
に
向
け
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。ま
た
石
川
一
雄
さ
ん

が
不
当
逮
捕
さ
れ
た
狭
山
事
件

の
発
生
か
ら
52
年
が
経
過
し
、加

え
て
当
局
の
ず
さ
ん
な
捜
査
と

マ
ス
コ
ミ
の
憶
測
記
事
に
よ
る

被
害
が
多
く
発
生
し
て
い
る
。ま

た
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
差
別
情
報
、

民
族
拝
外
主
義
を
強
め
る
ヘ
イ

ト
ク
ラ
イ
ム
、ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

な
ど
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
。今
こ
そ
早
急
に
「
人

権
侵
害
救
済
法
」の
制
定
と
救
済

機
関
の
設
置
を
強
く
望
む
。」
と

主
催
者
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、徳
島
県
、県
教
委
、市

長
会
か
ら
の
来
賓
あ
い
さ
つ
、石

川
一
雄
・
早
智
子
さ
ん
か
ら
支

援
に
対
す
る
お
礼
と
再
審
へ
の

更
な
る
支
援
要
請
を
受
け
た
後
、

基
調
講
演
は
、部
落
解
放
同
盟
中

央
本
部
・
組
坂
委
員
長
が「
こ
れ

か
ら
の
部
落
解
放
運
動
〜「
同
和

対
策
審
議
会
」答
申
50
年
を
ふ
ま

え
て
〜
」と
題
し
て
行
っ
た
。

　

続
い
て
、２
０
１
５
年
10
月
16

日
〜
17
日
に
実
施
し
た
反
差
別

（
福
山
）研
修
に
つ
い
て
、徳
島
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の

滝
口
さ
ん
が「
反
戦
・
平
和
・
人

権
に
つ
い
て
学
ぶ
」と
題
し
た
２

日
間
の
研
修
報
告
を
行
っ
た
。

　

記
念
講
演
と
し
て「
女
性
の
人

権
」を
テ
ー
マ
に
、
元
参
議
院
議

員
乾
晴
美
さ
ん
は「
女
性
差
別
撤

　

最
後
に
、庄
野
民
主
党
徳
島
県

連
幹
事
長
か
ら「
戸
籍
等
不
正
取

得
・
身
元
調
査
別
事
件
・
ネ
ッ

ト
の
差
別
情
報
・
民
族
排
外
主

義
を
強
め
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
・

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。今
こ
そ

早
急
な
『
人
権
侵
害
救
済
法
』
の

制
定
と
救
済
機
関
の
設
置
を
強

く
望
む
。県
教
組
襲
撃
事
件
も
控

訴
し
も
う
す
ぐ
結
審
と
な
り
、皆

さ
ん
の
更
な
る
ご
支
援
を
お
願

い
す
る
」と
ま
と
め
た
。

廃
条
約
が
30
年
、男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
が
17
年
を
経
過
。専

業
主
婦
の
年
金
問
題
や
補
助
的

な
労
働
・
パ
ー
ト
は
女
性
の
労

働
権
を
奪
っ
た
こ
と
」な
ど
に
つ

い
て
語
ら
れ
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
森
本
実
行
委
員
長
、パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
乾
元
参
議
院
議
員
、東
條

ス
ト
ッ
プ
Ｄ
Ｖ
・
サ
ポ
ー
ト
の

会
代
表
、高
開
Ｉ
女
性
会
議
徳
島

県
本
部
事
務
局
長
が「
女
性
が
働

き
続
け
る
た
め
に
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
を

述
べ
た
。

　

２
日
目
は
、部
落
解
放
・
人
権

教
育（
３
会
場
）、社
会
教
育
と
啓

発
、
狭
山
・
共
同
闘
争
、
企
業
・

職
域
、
自
治
体
の
課
題
、
男
女
平

等
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
を
テ
ー
マ
に

８
会
場
で
分
科
会
が
開
か
れ
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
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